
コンピュータリテラシ

第１３回 ＬａＴｅＸによる文書作成（２）

２０１５年７月８日



１．今日の内容

ＬａＴｅＸによる文書作成

数式の作成

レポートの作成
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２．ＬａＴｅＸによる文書作成の手順
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元になる文章

テキストファイル

（ｔｅｘファイル）
ｄｖｉファイル

組版結果
（中間ファイル）

組版 プリンタ

画面

ＰＤＦ
ファイル

出力先に合わせて、ｄｖｉファ
イルの変換を行う。

表示

ｄｖｉドライバ

印刷

変換



３．ＬａＴｅＸ文書の構造
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コマンド

環境

レイアウトの対象となる文章
の範囲
￥ｂｅｇｉｎ｛環境名｝で始まり、
￥ｅｎｄ｛環境名｝で終わる。

レイアウトに関する指定
￥記号が頭に付く。

￥ｄｏｃｕｍｅｎｔｃｌａｓｓ｛ｊａｒｔｉｃｌｅ｝

￥ｂｅｇｉｎ｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝

ここに文章を書く。

￥ｅｎｄ｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝



４．ＬａＴｅＸの基本

文書ファイルの拡張子は「.ｔｅｘ」にする。

文書の最初でドキュメントクラスを設定する。

ｊａｒｔｉｃｌｅ 日本語の論文・短いレポート

ｊｒｅｐｏｒｔ 日本語の報告書

本文は、ドキュメント環境の中に記述する。

コマンドは￥記号で始まる。

改行は無視される。

段落を変えるときは空行を入れる。

数式、箇条書き、表のように文章レイアウトが変
わる部分は、「環境」を使って記述する。
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５.１ 数式環境

インライン数式

文章の行中に書く数式

＄数式＄

別行数式

数式だけの行を作って書く数式

￥［ 数式 ￥］ 式番号なし

￥ｂｅｇｉｎ｛ｅｑｕａｔｉｏｎ｝
数式 式番号あり
￥ｅｎｄ｛ｅｑｕａｔｉｏｎ｝
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５.２ 数式の記号とコマンド（一部）

記号

数学記号 ∫ ￥ｉｎｔ Σ ￥ｓｕｍ

関数 sin ￥ｓｉｎ lim￥ｌｉｍ

ギリシャ文字 α ￥ａｌｐｈａ β ￥ｂｅｔａ

演算記号 ± ￥ｐｍ × ￥ｔｉｍｅｓ

コマンド
上付き・下付き xa ｘ＾｛ａ｝ xb ｘ_｛ｂ｝

平方根 ￥ｓｑｒｔ｛ｘ｝

分数 ￥ｆｒａｃ｛分子｝｛分母｝
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５.３ 数式の書き方①
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ｙ＝３ｘ＋￥ｓｑｒｔ｛ ２ ｝

ｙ＝ｘ＾２ ＋ ￥ｆｒａｃ｛ １ ｝｛ ２ ｝

𝑦 = 3𝑥 + 2

𝑦 = 𝑥2 +
1
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平方根＝ｓｑｕａｒｅ ｒｏｏｔ 分数＝ｆｒａｃｔｉｏｎ



５.４ 数式の書き方②
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ｅ＾｛ｉ￥ｔｈｅｔａ｝＝￥ｃｏｓ￥ｔｈｅｔａ＋ｉ￥ｓｉｎ￥ｔｈｅｔａ

ｘ＝￥ｆｒａｃ｛－ｂ￥ｐｍ￥ｓｑｒｔ｛ｂ＾２－４ａｃ｝｝｛２ａ｝

𝑒𝑖𝜃 = cos𝜃 + 𝑖 sin 𝜃

𝑥 =
−𝑏 ± 𝑏2 − 4𝑎𝑐

2𝑎



５.５ 数式の作成の練習
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5 × 6 ÷ 4 = 7.5

𝑑 = 𝑥2 + 𝑦2

𝑆𝑛 =
𝑎(1 − 𝑟𝑛)

1 − 𝑟

①

③

②

上付き xa ｘ＾｛ａ｝
下付き xb ｘ_｛ｂ｝



６．タイトルの作成

表示項目の設定

タイトルに表示するものを設定する。

￥ｔｉｔｌｅ｛題目｝

￥ａｕｔｈｏｒ｛著者名｝

￥ｄａｔｅ｛日付｝

￥ｄａｔｅを書かなかった場合、現在の日付が自動的に設
定される。

タイトルの作成
￥ｂｅｇｉｎ｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝のすぐ下に書く。

￥ｍａｋｅｔｉｔｌｅ
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７．課題

ＬａＴｅＸの文書作成

配付プリントの文章レイアウトと同じ形になるように、
ＬａＴｅＸ文書を作成せよ。
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８．次回の講義内容

７月１０日（土） 水曜日の代講日

ビデオ映像の編集

復習 小テスト
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